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代表メッセージ

教育は未来への

責任を果す
ー今を未来へつなげる

代表理事

菊池  慧

現役公立中学校教員として学校現場に身を

置きながらNPO法人ToBiRaを仲間と共に

立ち上げました。学校現場経験10年目。

沢山の未来ある豊かな子どもたちに出会

い、教え教えられながら今に至ります。

人間同士、心と心がつながり、共に過ごす

時間は私にとってかけがえのない財産とな

っています。1年前、私にとって最初の卒

業生と成人式で再会しました。『あの時の

言葉で変わることができました』と嬉しい

言葉を頂く一方、自分の人生に悲観し暗い

トンネルに迷い込み、苦しい人生を送って

いる教え子のことも聞きました。そのこと

を聞き、自分自身を責めました。問題点に

気づいていたのに、愛ある厳しい言葉が言

えなかった。力がなく、他の世界を見せて

あげられなかった。自己への気づきを支援

してあげられなかった。傲慢な後悔です。

この経験から私の教育観は『子どもの未来

に責任を果たすこと』と定義し、使命感を

改め、動き続けることを決意しました。そ

の“未来への責任”という目で教育を見てみ

ると、大きな壁が無数にもそびえ立ってる

ことが分かりました。孤立・受け身化させ

るスマホの浸透、青年期にも干渉しすぎる

保護者の方、狭い世界で生活させる学校環

境、AIが得意な領域をやり続ける授業な

ど。子どもの自律・自立の障壁は学校現場

にいる限り、変えることはできません。

このような背景から 、 NPO法人ToBiRa

を民間・教員、学生の仲間と立ち上げ1年

間奔走してきました。学校にできない教育

を内部と外部の視点を持ちながら実践する

第三の立場として、多様な立場が混じ合い

“教育”という共通視点を持つメンバーの個

性を活かして活動を広げていっています。

私たちは、子どもの未来への責任を果たす

ための基盤となる力を“主体性”の育成と定

義しています。その“主体性”を獲得させる

ため 、実社会での3つの未知（困難、新し

い人、新しい価値観）との出会いを

Missionとして位置づけ教育事業を運営し

ています。これは、古来より受け継がれた

諺『かわいいには旅をさせよ』を現代に即

して使っている言葉です。かわいい子ども

だからこそ、“自立”をさせてあげるために

世の中を冒険させてあげることが必要では

ありませんか？子どもたちの力を信じ伴走

する団体として私たちは労力を惜しまず活

動していきます。

『可愛い子には旅をさせよ』の普遍の真理



活動レポート

立ち上げ当初は、右も左も分からず企画を何度も書き換えながら徐々に活動を広げる

ことができました。活動事業年度後半より教育事業が展開できるようになりました。

ロールモデルが見つかるTOBIRA記者企画

“新しい人、価値観との出会い”を教育事業化したのが本事業で

す。子どもの世界は学校、習い事、家の3つの世界。授業で学ぶこ

とも“経験”が乏しい子どもたちにはイメージ、実感が持ちにく

い。子どもたちが多くの素敵な大人や現実の社会問題を取材する

中で自己を見つめ直し、よりよく生きるきっかけを掴むことがで

きます。現在、高校生記者部男子2名、女子2名の計4人が活動して

います。“高校生”の視点で書かれた記事を同じ年齢の人へ届け、

人生を見つめ直すきっかけを作ることも目指しています。

No.2

“やりたい”を実現するミニトビラ企画

実社会での3つの未知との出会いのMissionを実現するのが

本事業です。子どもの“やりたい”を面談を繰り返しながら引き

出し、企画・実行まで伴走します。今年度葉飲食店企画をし、

試食会までを行うことができました。

次年度への企画準備も着々と

夏季休業に向けて、地域の企業への職場体験を記事化する記者企画特別編、

古民家を題材に自らの力で創造するを宿泊企画を準備中！

夜通し35キロの冒険ナイトウォーク企画

困難との出会い”を教育事業化したのが本事業です。その時々で

設定するスタート地点からゴールまでの約35㌔の道のりを子ど

も5人、大人1名の小グループでスマホを禁止し、コンパスと地

図のみで歩きます。不便な環境を作り出すことで子どもたちの

主体性が引き出され、自然と思考が巡り建設的な会話も生まれ

ていきます。小グループ制にすることで、普段恥ずかしい人生

観の深い話をするときも。私たちToBiRaのエネルギッシュなメ

ンバーだからこそ、実現できる企画です。今まで2回、計45人

の中高生が参加してくれました。

No
.1

No
.3



すべての子どもたちの

幸せを築く

ToBiRaが成し遂げたいこと

AIが瞬時にそれらしい解を導き出し、

短期間で当たり前が変化する予測不能なVUCAの時代。

そんな時代を生きる子どもたちに必要なのは、

知識を蓄えること以上に、

“自分だけの答え“を導く力ではないでしょうか。

我々が用意するのは、実社会での挑戦の場のみ。

 立ちはだかる困難。

初めて、出会う人。

自分とは異なる価値観。

この3つの未知と出会うなかで子どもたちに

主体性が宿る瞬間があります。

「逃げなかった」「分かり合えた」「やり遂げた」。

その小さな成功体験の積み重ねが、

いつしか「自分は大丈夫」という

揺るぎない自己肯定感につながる。 

そんな積み重ねが、自らの意志で歩み、

自らの手で幸せを築いていく。

だからこそ私たちは、

子どもたちの未来へと続く原体験を提供します。
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